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ハイパフォーマンスコンピューティングが拓く固体地球科学の未来　―総合討論
Creating future of solid Earth science with high performance computing (HPC): Conclud-
ing discussion
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ハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）のめざましい進歩は，固体地球科学をどのように変えるだろうか？招
待講演を含む多角的な視点からの講演をうけ，今後１０～２０年という時間スケールで，HPCと固体地球科学との関わ
りを議論します．重要な科学的課題の解決とその成果の社会還元を視野にいれ，HPC開発の方向性に対する提言を，非
講演者も含めた参加者の意見をもとに取りまとめます．その成果は，将来のHPCIシステムのあり方調査研究で改訂が進
められている「計算科学ロードマップ白書」に反映させることを意図しています．
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